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蕎麦打ちの実演が行われました。蕎麦打ちの実演が行われました。
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　毎年恒例の「しめ縄講習会」が 12 月７日、こども

館で開かれ 41 名が参加。

  講師の藤田功さん（稚内在住）ともに汗を流しなが

ら、世界に一つしかないしめ縄が完成。一説によると

しめ縄は、雌雄の蛇の交合をあらわしたものとか。脱

皮を繰り返す蛇は生まれ変わりと永遠の命を連想させ

ます。長寿を願う正月にしめ縄を飾る起源かも知れま

せん。

自作のしめ縄でお正月
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
中
は
、
町
政
の

推
進
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
幸
い
大
き
な
災
害
も
な

く
、
ま
た
、
火
災
件
数
も
ゼ
ロ

で
あ
り
、
町
民
の
生
命
、
財
産

が
失
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

な
に
よ
り
の
喜
び
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

５
月
３
日
に
達
成
し
た
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
３
，
５
０
０
日
の

記
録
は
、
町
民
の
皆
様
が
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に

遭
わ
な
い
を
合
言
葉
に
交
通
安

全
運
動
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
の
賜
物
と
存

じ
ま
す
。

　

一
方
、
近
年
の
異
常
気
象
の

た
め
か
天
候
の
不
順
が
続
き
、

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

は
、
良
質
な
粗
飼
料
を
確
保
す

る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
、
そ

の
う
え
、
経
営
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
・
配
偶
者
・
労
働
力
不

足
な
ど
に
よ
る
離
農
が
進
む
と

と
も
に
、
燃
料
や
飼
料
等
の
生

産
資
材
の
高
騰
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
問
題
な
ど
に
よ
り
、
前
途

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
酪
農
家
を

１
戸
も
減
ら
さ
な
い
よ
う
今
後

も
第
三
者
継
承
の
推
進
と
後
継

者
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
農
業
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
推
進
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
13
年
度
か
ら
５
年
間
、

廃
屋
の
解
体
撤
去
に
対
す
る
助

成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

で
も
町
内
に
は
、
景
観
を
阻
害

し
、
周
辺
に
危
険
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
建
築
物
が
数
多
く

存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
３
月
に
景
観
や
住
環
境
の
向

上
、
町
民
の
安
心
安
全
を
図
る

た
め
に
、
老
朽
化
し
危
険
な
状

態
に
あ
る
廃
屋
な
ど
の
解
体
撤

去
を
支
援
す
る
「
中
頓
別
町
危

険
廃
屋
解
体
撤
去
助
成
条
例
」

を
制
定
し
、
町
内
に
あ
る
倒
壊

し
そ
う
な
危
険
廃
屋
を
撤
去
し

や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環

境
美
化
と
町
民
の
安
全
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
に
は
、
民
間
経

営
に
よ
る
ア
パ
ー
ト
が
無
い
た

め
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
対
応
し
た
良
質
な
民
間
賃
貸

住
宅
の
供
給
と
町
民
の
定
住
促

進
を
図
る
た
め
に
「
中
頓
別
町

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
助
成

条
例
」
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
、

平
成
25
年
度
中
に
３
棟
12
戸
の

民
間
ア
パ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
、

す
で
に
１
棟
４
戸
が
入
居
済
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

町
民
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
施
策

の
一
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
の
憲
法
で
あ
る

自
治
基
本
条
例
と
第
７
期
総
合

計
画
を
町
政
の
両
輪
と
し
、
「
誰

も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た

め
、
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

中
頓
別
町
長

野
邑　

智
雄

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



　

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
二
十
六
年
の

新
春
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
町
民
の
皆

様
か
ら
議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
す

ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
政
権
交
代
か
ら
一
年

が
経
過
し
、
経
済
は
、
い
わ
ゆ

る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
、
景

気
は
回
復
基
調
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
景
気
が
良
い

の
は
一
部
の
大
都
市
、
大
企
業

だ
け
で
、
一
般
に
は
実
感
が
な

い
と
の
声
が
聴
か
れ
ま
す
。

　

選
挙
公
約
の
一
つ
で
も
あ
り
、

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
に
お
い
て

死
守
す
る
と
さ
れ
て
き
た
、
米
、

麦
、
牛

肉
・
豚

肉
、
乳

製

品
、

甘
味
資
源
作
物
の
重
要
５
品
目

に
つ
い
て
も
、
関
税
撤
廃
の
除

外
項
目
と
な
る
か
ど
う
か
先
行

き
が
見
え
な
い
中
で
、
日
本
の

食
糧
基
地
と
し
て
の
北
海
道
、

と
り
わ
け
酪
農
を
基
幹
産
業
と

す
る
本
町
の
将
来
に
不
安
を
抱

か
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
慎
重
審
議
や

反
対
の
声
を
押
し
切
っ
て
強
行

採
決
さ
れ
た
特
定
秘
密
保
護
法

案
、
周
辺
諸
国
と
の
領
土
問
題

を
廻
る
軋
轢
が
激
し
さ
を
増
し

て
頻
繁
に
報
道
さ
れ
る
現
状
を

見
る
と
き
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
国
政
を
監
視
す
る
厳
し
い
ま

な
ざ
し
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

議
員
会
で
は
、
昨
年
10
月
、

私
費
に
よ
る
視
察
研
修
で
、
徳

島
県
上
勝
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

上
勝
町
は
人
口
約
１
，
８
６

０
人
、
８
５
４
世
帯
、
高
齢
者

比
率
が
49
・
５
％
と
当
町
と
同

規
模
で
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
町
で
あ
り
ま
す
。
木

材
や
温
州
み
か
ん
の
生
産
を
主

産
業
と
し
て
い
た
町
が
、
輸
入

自
由
化
や
地
域
間
競
争
に
よ
り

衰
退
し
、
激
動
の
時
代
を
潜
り

抜
け
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
ま
ち
の
半
数
近

く
を
占
め
る
お
年
寄
り
が
活
躍

で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
な
い
か
と

模
索
し
、
日
本
料
理
を
美
し
く

彩
る
季
節
の
花
や
葉
、
山
菜
な

ど
を
販
売
す
る
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
、
中
に
は
年
収
１
，

０
０
０
万
円
を
稼
ぐ
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

気
候
、
風
土
、
産
業
の
違
い

は
あ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

共
に
生
き
て
い
く
た
め
、
自
ら

の
手
で
豊
か
な
未
来
を
創
造
し

よ
う
と
す
る
気
概
を
も
っ
て
、

過
疎
化
・
高
齢
化
に
立
ち
向
か

う
姿
勢
に
大
き
な
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　

本
町
議
会
も
皆
様
の
負
託
に

応
え
、
信
頼
さ
れ
る
議
事
機
関

と
し
て
、
行
政
へ
の
監
視
機
能

を
働
か
せ
る
と
共
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
先
頭
に
立
っ
て
使
命
を

果
た
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
に

あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

中
頓
別
町
議
会
議
長

村
山　

義
明



上
段
右
側
か
ら

下
段
右
側
か
ら

　
　
　
　

　

岡
崎　

星
瑠
く
ん

　

星　

隼
人
く
ん

　

吉
田　

皓
晴
く
ん

　

十
亀　

愛
優
さ
ん

　

市
本　

沙
彩
さ
ん

　

風
間　

美
緒
さ
ん

　

姉
歯　

百
恵
さ
ん

　

横
山　

香
実
さ
ん

　

山
口　

芳
可
さ
ん

　

長
尾　

知
洋
く
ん

　

長
尾　

彩
花
さ
ん

　

木
内　

玲
衣
さ
ん

　

藤
田　

友
里
香
さ
ん

　

永
田　

由
依
さ
ん

　

就
鳥　

愛
莉
さ
ん

わたしたち　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生まれ午年わわわた
　　　 　
わわたし

　　 　　
ししたしししししたたししたたちちたたたちちたたたちちししたち

　
ちちちたたたたたたちちちちちちちちちたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちち午午午たたわわわたたたたししたしたたししたしししししししたしししたたた 午午ちちしたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
　　 　

年男・年女年男・年女小学生の年男・年女そろいぶみ小学生の年男・年女そろいぶみ

午
年
の
特
徴

　　

行
動
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の

が
大
嫌
い
。

　　

陽
気
で
負
け
ず
嫌
い
で
、
勇
敢

な
こ
と
が
好
き
。

　　

人
情
に
あ
つ
く
親
友
に
め
ぐ
ま

れ
る
。

方
が
多
い
よ
う
で
す
。



　

中
頓
別
小
学
校
の
３
年
生
か

ら
６
年
生
の
児
童
が
12
月
11
日

～
13
日
の
３
日
間
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
総
合
学
習
の
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
「
中
頓
別
探
検
隊
発

表
会
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
発
表

会
の
課
題
は
「
自
分
の
町
を
も
っ

と
知
ろ
う
」
。
実
際
に
見
学
し
た

「
炭
作
り
」
、
「
自
然
と
食
べ
物
」
、

「
木
や
花
」
、
「
森
と
環
境
」
の
４

つ
の
テ
ー
マ
か
ら
自
分
で
選
ん

だ
も
の
。
藤
井
地
区
に
あ
る
炭

釜
・
甚
平
釜
を
見
学
し
た
北
村

小
麦
さ
ん
（
４
年
生
）
は
、
数
ヶ

月
か
け
て
学
び
取
材
し
た
炭
焼

 
 

民
間
と
町
が
連
携
し
て
地
域

を
見
守
ろ
う
と
12
月
10
日
、
役

き
の
工
程
を
絵
や
文
に
ま
と
め

発
表
。
聞
き
に
来
て
く
れ
た
お

友
達
や
お
母
さ
ん
の
前
で
、
緊

張
し
な
が
ら
も
上
手
に
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 　 　安心して暮らせるように   安心して暮らせるように   　　　　      　　　　
　    中頓別町地域見守り支援ネットワーク

中
頓
別
を
探
検
発
表

中
頓
別
を
探
検
発
表

      　
　

  

中
小
総
合
学
習

場
会
議
室
で
「
中
頓
別
町
地
域

見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
 

昨
年
度
は
、
町
と
６
事
業
所

が
協
定
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
に
加
え
、

新
た
に
中
頓
別
町
商
工
会
と
中

頓
別
郵
便
局
と
の
間
で
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
町
保
健
福

祉
課
が
事
務
局
と
な
り
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
す
た
め
に
、
個
人
宅

に
配
達
・
訪
問
を
す
る
こ
と
を

業
務
と
し
て
い
る
事
業
所
と
連

携
し
て
安
否
確
認
の
取
り
組
み

を
行
う
も
の
で
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
町
で

は
、
防
災
備
品
を
災
害
時
の
避

難
所
と
な
る
町
民
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
柔
剣
道
場
の
ほ
か
、
町

内
11
箇
所
の
自
治
会
館
な
ど
に

配
備
し
ま
し
た
。

 
 

配
備
さ
れ
た
防
災

備
品
は
、
停
電
時
に

明
か
り
も
と
れ
る
石

油
ス
ト
ー
ブ
、
発
電

機
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ

ン
防
寒
対
策
用
の
毛

布
な
ど
で
総
額
約
３

５
０
万
円
相
当
。

　

昨
年
冬
に
道
内
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地
で
発
生
し
た
暴
風
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に
よ
る
大
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模
停

電
や
河
川
の
氾
濫
対

策
へ
の
備
え
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
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全
・
安
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つ
ま
で
も
住
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け
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れ
る
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ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て

地
域
防
災
力
を
高
め

る
た
め
の
最
重
点
課
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防
災
備
品
を
避
難
所
に
配
備

題
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
来
年
度
以
降
も
防

災
備
品
の
整
備
を
行
う
方
針
で

す
。





新 成 人新 成 人 の み な さ ん

お め で と う ご ざ い ま す
20 歳になったら国民年金20 歳になったら国民年金

　　　国内の居住する 20 歳以上 60 歳未満のすべての人は、国民年金に加入し、

　　国民年金の保険料を納めることになります。

国民年金 (基礎年金 ) 3 つのメリット国民年金 (基礎年金 ) 3 つのメリット

　　１.老後を支えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老齢基礎年金老齢基礎年金

　　２.病気や怪我で障がいの状態になったときに支えます。　　　　障がい基礎年金障がい基礎年金

　　３.加入者が亡くなったとき、子のある配偶者、子を支えます。　遺族基礎年金遺族基礎年金

世代と世代の支え合いの仲間入り世代と世代の支え合いの仲間入り

　　　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担する

　　という「世代と世代の支え合い」が基本です。　　　　　

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

　　　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は、「学生納付特例制度」（学生のみ）、

　　「若年者納付猶予制度」（30 歳未満）などの保険料納付猶予制度があります。

　　□「学生納付特例制度」

　　　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国

　　　民年金保険料の納付が猶予される制度です。

　　　　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学 (大学院 )、短期大学、高等学

　　　校、高等専門学校、専修学校及び各種学校 (就業年限１年以上である課程 )、一

　　　部の海外大学の日本分校に在学する方です。

　　□「若年者納付猶予制度」

　　　　学生でない 30 歳未満の方で本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国

　　　民年金保険料の納付が猶予される制度です。

　　　　 どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受取るために必要な

　　　　 期間に算入されますが、年金額には反映されません。収入をえられるよ

　　　　 うになり保険料の納付が可能となった時に「追納制度」をご利用いただ

　　　　 ければ、将来受け取る年金を増額することができます。

　　　

　　　20 歳になった時の国民年金の手続き等については中頓別町または、稚内年金事

　　　務所までお問合せください。

　　

　　□お問合せ　　　　総務課住民グループ　　(電話　６-１１１１)　



※　登記相談予約連絡先

　　　　　　旭川地方法務局名寄支局　０１６５４－２－２４４９

　旭川地方法務局名寄支局における登記の申請に関する相談については，予約

制（正午から午後１時までの時間帯を除く。）をとっておりますので，不動産

登記（所有権移転・抵当権抹消登記等）の申請書の作成に関する相談をされる

お客様は，事前に電話等により予約を取られるようお知らせします。

　なお，予約されずに登記の相談をされる場合は，予約されているお客様を優

先させていただきますので御理解願います。

法務局における登記相談事務の予約について（お知らせ）法務局における登記相談事務の予約について（お知らせ）



９

「このゆびと～まれ♪」
　　　　　　　の活動

　

和
歌
の
内
容
は
、
子
供
に
と
っ

て
は
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
本
で
は

マ
ン
ガ
で
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
ま
す
。 

 
 

小
学
生
か
ら
。

　

信
長
亡
き
あ
と
の
清
須
城

を
舞
台
に
、
柴
田
勝
家
、
羽

紫
秀
吉
、
丹
羽
長
秀
、
池
田

恒
興
ら
武
将
た
ち
と
、
お
市
、

寧
、
松
姫
ら
女
た
ち
の
、
歴

史
を
動
か
す
心
理
戦
が
始

ま
っ
た…

。

（児童書）『ゴロ合わせでスイスイ　親子でおぼえ   
                  る百人一首』               新藤協三：監修                

                  ＫＫベストセラーズ

（一般書）『清須会議』         著：三谷 幸喜
               幻冬社　　　　　　　                            
　

著

注目の新着本

　※12 月４日　こども館　絵本・大型
　　絵本読み聞かせ・ハンドベル

　※12 月 12 日  小学校  読み聞かせ
    学級文庫の入れ替え

　  「北海道立図書館の市町村支援事業により、  

  ４００冊の図書を借り受けましたので、どう

  ぞご利用ください」

『年末年始の休館のお知らせ』
　平成２５年１２月３０日～平成２６年１月４日
の間、年末年始のため休館とさせていただきます。
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おくやみ

12月 1日～ 12 月 15 日受付分

（公開にご了承いただいた方のみ掲

載しています。）

戸籍だより

字中頓別　平田　正幸さん
（82 歳　　11 月 29 日）

今月の裏表紙

　新年あけましておめでとうございます。　　
　子どものころは、１年過ぎるのがすごく長く感じていた私
も、近ごろは年をとったせいか、１年過ぎるのがあっという
間の出来事のように思えます。
　何をしようか目標を考えているうちに、１年が終わってし
まう今まででしたが、　今年こそはマンネリ化した昨年とはお
さらばし、趣味の写真撮影に力を入れて、素敵ななかとんべ
つの四季の写真を写したいと思っています。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （tady）

字敏音知　村越　正雄さん
（98 歳　　12 月 3日）

　 所得税及び復興特別所得税の確定申告書は　 所得税及び復興特別所得税の確定申告書は
   自分で作成してお早めに！   自分で作成してお早めに！

　平成 25 年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及

び申告書の受付は、平成 26 年 2 月 17 日から 3月 17 日までです。
　平成 25 年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は 2
月 16 日から 3 月 17 日までです。還付申告は、平成 26 年 2 月 15
日以前でも行えます。（税務署の閉庁日（土・日・祝日等）は、
相談及び申告書の受付は行っておりません。）
　ただし、一部の税務署では、2 月 23 日と 3 月 2 日に限り、日
曜日でも確定申告の相談及び申告書の受付を行います。
　また、申告書は e-Tax（国税電子申告・納税システム）による
送信、郵便や信書便による送付又は税務署の時間外収受箱への
投函により提出することができます。詳しくは、国税庁ホーム
ページ (http://www.nta.go.jp) で確認されるか稚内税務署にお
尋ねください。　　（電話　0162-33-1155）

　しめ縄づくりは、初めてのブレ
アーファミリー。
　日本のお正月を堪能してもらい
たいですね。

字旭台　　安積　千惠さん
（68 歳　　12 月 3日）

※12 月の人のうごきにつ
　いては、広報なかとん
　べつ２月号で掲載いた
　します。


